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ア フ ェ レ シ ス 療法 は幅広 く施行 され 、血漿 交換 （PlasmaExchange ；PE）や 二 重 濾 過 膜 血 漿交換 （Double 　Filtration　Plasrnapheresis：DFPP ）、

血漿 吸着 （Plasma　Adsorption：PA ）な どが施行 されて い る 。施行時に は、装置側や 患 者側 にお い て、各施設様 々 なモ ニ タ リ ン グ を駆使 し、

患 者 に 安全 な 医療 を提供 す る よ うに 努 めて い る。本学で は 、Plasaut　iQ21 〔旭化 成 メ デ ィ カ ル ）や MA −03（Kaneka）な どア フ ェ レ シ ス 専用

装置 を使 用 して い る が 、Piasaut　iQ21で は血 漿分 離 器、血 漿成分 分 画 器に お ける TMP につ い て 、　MA −03で は血 液透 析 との 併 用 使用 時

に お け る注 意 点 につ い て検討 する 。また 、患者側で は JMS 社 製 の CRITLINE 　TQA を使 用 し、各治療 にお け る 循環血 漿量 の 変化率（△BV ）

の 動態や 血 圧 との 関連性、PE や DFPP 施 行時の 置換液濃度 と △BV の 関連性に つ い て も検討す る。さ らに、自己免疫疾患で 施行す る場合、

各治療にお ける効 果の 差 は無い との 報告が 多い が、各治 療 と も凝 固因 子 の低下 が 問題 とな っ て い る 為、IgG や 凝 固因子 の 除去 率 の 比較 お

よび 関連 性 につ い て 検討 し、各治療法の注意点等につ い て 考察 したい 。
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Equipment 　for　patient　monitoring 　during　therapeutic 　apheresis

　　 Medical　Engineering　Center，　Medica1 　Hospital 　of 　Tokyo　Medica1　and 　Dental　Universityり

　　 Department　ofNephrology ，　Tokyo 　Medic 乱 1　and 　Dental 　Universityi〕

　　 Atsushi　Ohkubo リ，　Naoki　Kurashimai〕，］akurna　Maedai ），　Shingo　Arail｝，Ayako　NakamuraD，　Satok。　Miy   oto1
），　Hiroshi　Seshima

】〕

　　 T（）rnokam 　Okad ♂，　Tatemitsu　Rai2）

教

育
講

演

大
会
長

講
演

シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム

TSY −2

血漿成分分画器 （Evaflux−5A 、

　　 国 立病院機構　大阪医療セ ン ター

　　 峰松佑輔

利益相反　なし
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ

プ

技術シ ンポジウム「アフ ェ レシ ス 領域で 有効なモ ニ タ リン グ技術」

　　Excellent　monitoring 　technique　for　apheresis 　therapy

EC −50W ）の濾過分離特性と安全な血漿処理量の設定

臨床工 学室
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近年、ア フ ェ レ シ ス 治療の 進 歩 に よ り、その 適応は拡大 してい る。それに と もない ア フ ェレ シ ス 専用装 置の 開発 や種 々 の モ ニ タ リ ン グ

技術 の 開発 に よ り、よ り安全な治療の 実現が 可能 とな っ た。しか し、溶 質 除去 の 観点か ら見る と経時的に 除去対象溶 質をモ ニ タ リ ン グで

きる 装 置は な く採 血 結 果 に よる事後的報告が ほ と ん どで ある 。また、使用する血 液浄化器 に対 す る 条件設 定 に つ い て も明確 な基 準や 設 定

方法は少 な く完全 に 使 用 者側 に ゆだ ね られ てい るの が 現 状で ある 。
そ こ で 本シ ン ポジ ウ ム で は、DFPP の 中で も置換液 を用 い ずに脂 質分 画 や C 型肝 炎ウ ィ ル ス 除去 （VRAD ）目的 など に 使用 され る血 漿成

分分 画器 （Evafiux
−5A、　EC−50W ）に着 目 し、そ の 溶質除去特性 に つ い て 以 下 の 2 つ の 異 な る工 学 的 視 点 か ら安全 で 効果 的 な モ ニ タ リ ン グ

と 条件設定 につ い て 述べ る 。

1，ヒ ト廃液血 漿 を用 い た in　vitro 実験 よ り、温度が濾過 分離 特性 にお よぼす 影響 と TMP の 経時的モ ニ タ リ ン グ の 重要性に つ い て 述 べ る。

2．DFPP 施行 に 起 因 した Fib 値の 低下 とそ れ に起因 した穿刺 部の 止血時間延長 などが 報告 され てい る こ とか ら、治療前患者 Fib値か ら治

療 終了 時の Fib を事前 に 概算予測 した 安全 で 効 果 的 な低 Fib血 症 を 回避 目的 と した 血漿処理 量の 設定法に つ い て 述 べ る。
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Effect　of　temperature 　on 　the　separation 　charac 量eris 価cs 　in　a　plasma　fractionator，　and 　establishment 　in

sateCy　treated　plasma 　volume 　by　DFPP
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